
【ふるさと納税のお願い】

期間：令和７年４月３日 10時から ７月１日まで

より魅力的な柏尾川桜並木とするため、横浜市の予算に加えて、「柏尾川桜並

木保全・再生事業」のクラウドファンディング型ふるさと納税を実施します。お礼の

品を受け取ることができるのは横浜市外に在住の方のみとなりますが、クラウド

ファンディング型ふるさと納税は市内在住の方もご寄附いただくことが可能です。

在住地に関わらず、１0万円以上ご寄附をいただいた皆様のお名前を銘板に記

載し、柏尾川沿いに設置します。

頂いたご寄附はサクラを植栽する際の費用として活用させていただきます。

※横浜市外在住の方はお礼の品を受け取ることができます。

※在住地を問わず、ご寄附いただいた方は住民税等の控除を受けることができ

ます。

ふるさと納税サイトは

左の二次元コード

https://www.furusato-tax.jp/gcf/3822

戸塚区 ふるさと納税 で検索

令和７年４月３日（木）10時以降、ふるさと納税サイトにアクセスできます。
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〒244-0003 横浜市戸塚区戸塚町16-17
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区内には、柏尾川を始め、多くのサクラを楽しめるスポットがあり、サクラの開花時期になる
と多くの人で賑わいます。

戸塚区柏尾川桜並木保全・再生計画
【概要版】

将来に向けて柏尾川桜並木の景観を継承していく

その中でも、柏尾川のサクラの歴史は古く、江戸時代の安政３年
（1856年）に植樹されたことが始まりとされています。明治後期の
耕地整理や第二次世界大戦で全て伐採されたこともありましたが、
その度に地域の皆様と共に植樹を行い、柏尾川桜並木を守ってき
ました。
しかし、柏尾川桜並木では、老齢化や病害等により倒伏の危険が
あるサクラが増加しています。それらは伐採せざるを得ないため、近
年、減少ペースが加速しています。そこで、柏尾川桜並木の減少を
食い止め、健全な生育環境を整えながら現在の景観を維持し、将
来に引き継いでいくことを目的に【戸塚区柏尾川桜並木保全・再
生計画】を策定し、地域の皆様と協働で柏尾川桜並木の保全・再
生に取り組みます。

（戸塚区の花「さくら」）

柏尾川の桜並木は練習帰りにチームメイトと
一緒に帰った思い出の場所です。戸塚の柏尾
川桜並木を未来につないでいけるよう、応援
しています。

柏尾川桜並木応援アンバサダー

戸塚区出身
プロサッカー選手
遠藤 航 選手

柏尾川桜並木保全・再生計画に関する情報は、区ホームページをご覧ください
https://www.city.yokohama.lg.jp/totsuka/shokai/miryoku/kashiosaku/kashio-new.html

上記URLのほか、二次元コードからも閲覧できます→

柏尾川桜並木の景観を将来にわたって継承していくため、
ご協力をよろしくお願いいたします



保全・再生の目標と５つの基本方針

【柏尾川桜並木の現状】
令和５年度に実施した樹木医による樹木診断の結果、約１００本のサクラについて、倒伏等の危険があ
ると診断され、令和６年６月までに全て伐採しました。

伐採前

・ 原風景の継承
戸塚の原風景と言える柏尾川桜並木の景観を、未来へ引き継いでいきます

・ ジンダイアケボノの桜並木
桜並木のサクラの品種を、病気に強いとされるジンダイアケボノに転換していきます

・ サクラが健全に生育できる環境づくり
サクラが美しい花を咲かせ続けることができるよう、健全な生育環境を整えます

・ 安全で快適な桜並木
誰もが安全に通行できる、快適な桜並木を目指します

・ 地域に愛され、人が集まる桜並木
一年を通じて、区民、事業者、行政によるイベントを開催し、賑わい・交流の場をつくります

将来に向けて柏尾川桜並木の景観を継承していく
～時を超えた景色、未来へつなぐ～

「ジンダイアケボノ」ってどんなサクラ？

【サクラの特徴】
サクラには、日当たりを好む、病虫害に弱い等の特徴
があります。柏尾川に多く植えられているソメイヨシノは、
サクラの中でも生長が早く大木になりますが、病気等に
弱いとされています。

【補植の考え方】
柏尾川には現状、サクラの植栽間隔が狭い箇所が多
く見られます。植栽間隔が狭いと、生育空間や日照が限
られてしまうため、樹勢が衰えてしまいます。
植栽間隔を確保し、サクラが健全に育つよう、伐採後
は同じ場所に補植するのではなく、右図のように、10ｍ
間隔を基準として補植し、サクラをのびのび育てます。

「将来に向けて柏尾川桜並木の景観を継承していく」ことを目標に、サクラが健全に生育できる
環境を整備し、現在の景観を維持しながら、未来に引き継いでいくため、５つの基本方針に基づい
て課題に対応し、保全・再生に取り組みます。地域と行政が連携し、協働で維持管理を行う仕組み
づくりを検討し、桜並木を守ります。

【柏尾川桜並木の目標と将来像】

【今後のスケジュール】
令和11年（2029年）の戸塚区制90周年に向けて、柏尾川桜並木の保全・再生に集中的に取り組みます。

令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度以降

ふるさと納税の実施

区制90周年！

住民協働による桜並木の保全・再生

戸塚駅前のエリアを
中心にサクラの補植

令和7～9年度の3年間
で集中的に実施

住民協働による日常管理

伐採後

ソメイヨシノに比べ、開花が少し
早く、ピンク色が濃いサクラです。
てんぐ巣病という病気にも強いと
言われ、健やかな生長が期待で
きます。
（右の写真は金沢区西柴のジン
ダイアケボノ）
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